
名寄市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

名寄市郊外部においては、定時定路線型の路線バスでは、非効率な運行となり、
また、交通サービスレベルも低いと考えられる。さらに高齢者は、バス停留所までの
移動距離に対して負担を感じており、デマンド型交通の導入によって、交通空白地
帯を解消するとともに、「買物」や「通院・通学」などの日常生活に必要不可欠な「地
域の足」を確保する。
【具体的目標】
デマンド型交通の利用者数の向上 → 目標280人／ 月
デマンド型交通の利用者満足度の向上 → 目標80.0％以上

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 ・29年8月22日 29年度第1回協議会を開催
H30年度フィーダー計画策定について

・29年10月30日 29年度第2回協議会を開催
風連御料線の一部デマンド化に向けた実証運行について

・30年1月16日 29年度第3回協議会を開催
地域公共交通網形成計画の策定について
風連御料線の実証運行の中間報告について

・30年3月1日 29年度第4回協議会を開催
生活交通改善事業計画の変更について

・30年5月31日 30年度第1回協議会を開催
風連御料線の一部デマンド化について
H30年度フィーダー計画策定について

平成30年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

名寄市では近年、人口の減少や自家用車の普及により、路線バスの利用者が低
迷し、効率的な方法による公共交通の運行が必要となっており、クルマを所有して
いない市民も数多く存在しているため、「買い物」や「通院」等の移動に困らない交通
システムの確保が求められている。
当該デマンド交通の運行地域は、住居が低密度に広く分散し路線バスの利用がし
づらい交通空白地帯である。日常生活に不可欠な地域の交通手段の確保ととも
に、当市に所在するJR名寄駅、風連駅と居住地域を結節し交通のネットワークを形
成する目的で導入しているものである。

下多寄線（西風連～風連駅～名寄駅）

運行回数 往路４回・復路５回

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（名寄、風連、東風連、日進、北星、智恵文、智北駅）
・名士バス㈱（市内5路線、郊外5路線）
・道北バス㈱ （2路線）
・士別軌道㈱（2路線）
・ＪＲ北海道バス㈱ （郊外1路線）
・北海道中央バス㈱（都市間バス1路線、共同運行）
・スクールバス（7路線）



平成30年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・デマンド型交通については、利用者になじみのない予約型の運行システムのため、ＰＲチラシやホームページでの周知を
継続して実施を行った。
・アンケート調査を実施し、乗降指定箇所の見直しを行った（H30.10から）。
・アンケート調査の実施結果から、利用範囲について検討を行った。

【下多寄線】
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２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績

下多寄線

合計
内訳
（一般）

内訳
（学生）

3,408 1,575 1,833

3,333 1,828 1,505

合計

798,253

847,501

下多寄線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
H29年度 293 476 440 340 418 356 302 181 170 143 125 164
H30年度 310 376 379 346 414 319 263 225 218 184 155 144
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
H29年度 107,407 76,991 89,954 76,019 94,676 69,963 48,795 67,222 45,565 41,759 43,981 35,921
H30年度 76,111 59,722 100,926 75,602 81,121 61,713 80,824 76,991 50,926 93,426 42,315 47,824
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６）目標・効果達成状況

・デマンド型交通の利用者数の向上
月平均利用者数目標280人／月 → 実績277人／月
利用が減少しており、目標値▲3人／月であった。

・デマンド型交通の利用者満足度の向上
目標 80％以上 → 71.4％
平成30年5月実施のアンケート調査において、運行便数・
運賃・利用総体の各項目において「普通」の回答が増えて
いるが概ね高い満足度であった。

・効果
冬期間のみならず、通年（333日稼働）での利用があり、
住民への公共交通手段の提供が、適切に行われた。

４

７）事業の今後の改善点

運行から7年が経過し、地域への定着が進んできた
が、今年度も利用者の減少がみられた。
原因としては、定期的に利用のあった高齢者の転居や

自然減による利用者の減少のほか、進学などによる学生
の転居などが原因と考えている。
新規利用者の拡大に向けて、利用方法について、ＰＲ

チラシやホームページとあわせ、広報や地域の会合での
説明など様々な周知方法の検討を行うほか、利用範囲の
見直しなど、引き続き協議会で利用促進を検討する。
利用者アンケートの満足度は高く、交通空白地帯から

市街地や交通結節点である駅等への交通手段を確保する
ため、ニーズに応じた乗降指定場所の見直しなどを行い
ながら、今後も継続した運行を計画する。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・アンケート結果により乗降指定箇所の見直しを行うなど利
用者ニーズを反映させたことを評価する。
・利用者が減少傾向であるが、新規利用拡大に向け取り組
み、今後も持続可能な事業となるよう期待する。

事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


